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TSUJIMOTO Shinya
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Summary 
This paper discusses the relationship between Yoshida Kanetomo and Tendai 
Hongaku philosophy by comparing the literary works of Yoshida Kanetomo with 
the Tendai Hongaku philosophical literature. According to Yoshida Kanetomo, 
the universe includes god, all of creation possess a spirit, and human beings have 
minds. These thoughts are related to the “Immanent Uniform Theory,” which is the 
second level of Tendai Hongaku philosophy as defined by Yoshiro Tamura. Immanent 
Uniform Theory insists that a potential Buddha exists even in ordinary people. 

However, Yoshida Kanetomo takes Immanent Uniform Theory one step further. 
He claims that gods in all of creation are connected to each other; all creation is 
connected through god; and all phenomena, good or bad, are the incarnation of god. 
Here, Kanetomo arrives at “Incarnation Uniform Theory” and “Explicit Uniform 
Theory,” which are the third and final levels of Tendai Hongaku philosophy, as defined 
by Yoshiro Tamura. Incarnation Uniform Theory claims that the real world and 
normal people are the incarnation of Buddha. Moreover, Explicit Uniform Theory 
points out that the real world is the only “truth;” there is no other. These two theories 
are regarded as “absolute monism.” It is therefore concluded that Yoshida Kanetomo’s 
thinking is strongly related to Tendai Hongaku philosophy. 

This paper also explores how Tendai Hongaku philosophy affected Yoshida 
Kanetomo. During his era, the belief that all created things have god and Buddha 
inside them was shared by the intellectual elites. Immanent Uniform Theory was 
accepted by many people of the intellectual class. However, Yoshida Kanetomo 
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arrived at Incarnation Uniform Theory and Explicit Uniform Theory, which are 
categorized as higher levels in Tendai Hongaku philosophy than Immanent Uniform 
Theory. These ideas, therefore, might have originated from his own intellect, 
rather than the influence of other people. Accordingly, he was able to accept all 
phenomena as the incarnation of the divine and the truth.

However, many issues are left unresolved. Firstly, the definition of Tendai 
Hongaku philosophy used in this paper depends on Yoshiro Tamura. Therefore, 
verification of this paper’s arguments is limited by his discussion. Secondly, this 
research approach only relies on a comparison between the literary works of 
Yoshida Kanetomo and the Tendai Hongaku philosophical literature, so it does 
not take ideological dimensions into consideration. Therefore, a comparison at 
the ideological level remains an issue for future discussion.

吉田兼倶と天台本覚思想

辻 本 臣 哉
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吉田兼倶と天台本覚思想

吉
田
兼
倶
と
天
台
本
覚
思
想

辻

本

臣

哉

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
吉
田
兼
倶
、
吉
田
神
道
、
天
台
本
覚
思
想

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五
─
一
五
一
一
）
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
吉
田
神
道
（
唯
一
神
道
）
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
文
献
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
台
本
覚
思
想
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
大
隅
和
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
神
道
史
研

究
の
中
で
、
中
世
と
い
う
時
代
は
特
に
軽
視
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
明
治
以
降
の
国
家
神
道
の
下
で
は
、
い
わ
ゆ
る
復
古
神
道

の
立
場
が
正
統
で
あ
っ
た
た
め
、
仏
教
そ
の
他
の
諸
思
想
と
複
雑
に
習
合
し
た
中
世
の
神
道
は
、
俗
神
道
と
み
な
さ
れ
た
た
め
で

あ
る（

1
（

。
し
か
し
、
逆
に
諸
思
想
を
取
り
こ
ん
だ
中
世
神
道
の
研
究
は
、
思
想
史
的
に
は
極
め
て
興
味
深
い
。
と
く
に
、
中
世
神
道

論
の
最
終
段
階
と
考
え
ら
れ
る
吉
田
神
道
と
天
台
本
覚
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て
き
た

神
道
と
天
台
本
覚
思
想
の
関
係
に
、
新
し
い
視
点
を
提
供
で
き
る
こ
と
か
ら
、
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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一

天
台
本
覚
思
想

ま
ず
、
本
稿
で
検
討
を
行
う
天
台
本
覚
思
想
の
概
念
に
つ
い
て
定
義
を
行
う
。
天
台
本
覚
思
想
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
先
行
研

究
で
最
も
用
い
ら
れ
て
い
る
田
村
芳
朗
氏
の
定
義
を
踏
襲
す
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
天
台
本
覚
思
想
は
、
空
観
に
基
づ
き
、
生
死
即

涅
槃
・
煩
悩
即
菩
提
・
凡
聖
不
二
・
生
仏
一
如
な
ど
の
相
即
不
二
論
が
発
端
と
な
っ
て
絶
対
的
一
元
論
に
達
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

氏
は
、
天
台
本
覚
思
想
を
、
永
遠
（
久
遠
）
と
現
在
（
今
日
）、
本
質
（
理
）
と
現
象
（
事
）
な
ど
の
二
元
分
別
的
な
考
え
を
突

破
・
超
越
し
、
絶
対
不
二
の
境
地
を
そ
の
窮
み
に
ま
で
追
求
し
た
も
の
で
、
仏
教
哲
理
と
し
て
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
も
の
と
評

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
台
本
覚
思
想
に
は
発
展
段
階
が
あ
り
、
発
展
段
階
の
順
で
示
す
と
、
基
本
的
相
即
論
→
内
在
的
相
即
論

→
顕
現
的
相
即
論
→
顕
在
的
相
即
論
と
な
る
。
内
在
的
相
即
論
で
は
、
永
遠
な
真
理
な
い
し
仏
が
、
い
わ
ば
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
可

能
的
）
な
も
の
と
し
て
現
実
な
い
し
衆
生
の
中
に
ひ
そ
む
と
考
え
る
。
次
の
段
階
で
あ
る
顕
現
的
相
即
論
は
、
現
実
な
い
し
衆
生

は
永
遠
な
真
理
な
い
し
仏
の
顕
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
顕
在
的
相
即
論
で
は
、
現
実
の
事
象
こ
そ
永
遠
な
真
理
の

生
き
た
す
が
た
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
真
理
は
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
に
至
る（

2
（

。

二

神
道
と
天
台
本
覚
思
想
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

仏
教
と
神
道
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
先
行
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
天
台
本
覚
思
想
に
絞
っ
て
見
て
い
く
。
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歴
史
的
な
起
点
と
な
る
の
は
、
天
台
宗
と
関
係
の
深
い
山
王
神
道
と
な
る
。
比
叡
山
の
近
く
に
あ
る
八
王
子
山
を
中
心
に
七
つ
の

宮
が
あ
り
、
山
王
七
社
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
末
木
文
美
士
氏
は
、
こ
の
山
王
神
道
に
注
目
し
た
。
氏
は
、
ま
ず
、
一
三
世
紀
前
半

に
成
立
し
た
と
考
え
る
『
耀
天
記
』
の
「
山
王
事
」
に
記
載
が
あ
る
、
釈
迦
＝
大
宮
と
す
る
本
地
垂
迹
説
を
採
り
上
げ
る
。
本
書

の
中
に
は
、
天
台
本
覚
思
想
的
な
用
語
が
見
い
だ
さ
れ
は
す
る
が
、
仏
優
位
の
立
場
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
時
代
が
下

り
、
天
台
宗
の
僧
光
宗
（
一
二
七
六
─
一
三
五
〇
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
で
は
、
神
仏
の
関
係
が
逆
転
し
、
神

が
仏
よ
り
も
上
に
な
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
山
王
を
仏
よ
り
も
よ
り
根
源
的
な
も
の
と
見
る
と
い
う
、
天
台
本
覚
思
想
的
な
考

え
が
見
ら
れ
る
と
、
末
木
文
美
士
氏
は
指
摘
し
て
い
る（

3
（

。

『
渓
嵐
拾
葉
集
』
で
採
り
上
げ
た
神
仏
の
関
係
の
逆
転
、
す
な
わ
ち
、
反
本
地
垂
迹
説
は
、
天
台
本
覚
思
想
と
の
親
和
性
が
高

い
。
田
村
芳
朗
氏
は
、
天
台
本
覚
思
想
の
徹
底
し
た
現
実
肯
定
が
仏
教
界
か
ら
強
い
批
判
を
受
け
た
が
、
一
般
の
思
想
界
や
文
芸

界
に
は
そ
の
現
実
肯
定
が
歓
迎
さ
れ
、
理
論
構
築
に
用
い
ら
れ
た
と
説
く
。
そ
し
て
、
成
神
本
仏
迹
の
反
本
地
垂
迹
説
が
、
本
覚

思
想
の
現
実
肯
定
を
取
り
入
れ
て
成
立
し
た
と
主
張
す
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、
三
神
説
を
採
り
上
げ
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
い

て
い
る
。

「
三
神
説
は
反
本
地
垂
迹
説
に
少
し
く
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
権
現
神
・
実
類
神
の
二
神
が
本
覚
思
想
を
取
り
こ
ん

で
本
覚
神
・
始
覚
神
・
実
類
神
（
不
覚
神
）
の
三
神
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
さ
い
、
本
覚
神
に
は
天
照
大
神
な
ど
の

最
高
神
が
あ
て
ら
れ
、
そ
の
他
の
権
現
神
は
始
覚
神
に
あ
て
ら
れ
た
。
な
お
、
二
神
説
ま
で
は
本
地
垂
迹
説
と
同
様
に
仏
教

が
主
位
に
立
つ
た
が
、
三
神
説
か
ら
反
本
地
垂
迹
説
に
か
け
て
は
神
道
に
重
心
が
移
つ
て
い
つ
た
と
思
わ
れ
る
。（

4
（

」

山
王
神
道
が
天
台
宗
を
取
り
こ
ん
で
理
論
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
真
言
密
教
の
教
理
を
取
り
こ
ん
だ
の
が
、
鎌
倉
期
に

理
論
化
さ
れ
た
両
部
神
道
で
あ
る
。
大
日
如
来
を
本
地
と
し
、
諸
神
は
そ
の
垂
迹
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
伊
勢
内
宮
を
胎
蔵

界
、
伊
勢
外
宮
を
金
剛
界
と
み
な
し
、
こ
の
両
部
が
一
体
と
な
っ
て
大
日
如
来
が
伊
勢
神
宮
に
顕
現
し
て
い
る
と
す
る
。
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こ
の
両
部
神
道
で
作
成
れ
た
の
が
『
中
臣
祓
訓
解
』
で
あ
る
が
、
大
久
保
良
峻
氏
は
、
そ
こ
に
天
台
本
覚
思
想
の
影
響
を
見
る
。

『
中
臣
祓
訓
解
』
で
、
天
神
地
祇
が
皆
一
切
諸
仏
と
一
体
で
あ
る
こ
と
を
、「
三
千
即
一
の
本
覚
の
如
来
」
と
い
う
語
で
解
説
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
天
台
本
覚
思
想
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
本
覚
・
不
覚
・
始
覚
の
い
う
三
等
に
分
類
し
て
諸
神
を

説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
対
性
を
排
除
し
た
天
台
本
覚
思
想
の
絶
対
的
な
見
地
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
も
、
氏
は
説
い
て
い

る
。
ま
た
、
別
の
両
部
神
道
理
論
を
代
表
す
る
書
『
麗
気
記
』
に
お
い
て
も
、
実
迷
神
を
本
覚
の
理
を
忘
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
天
台
本
覚
思
想
の
絶
対
的
な
見
地
に
至
っ
て
い
な
い
と
す
る（

5
（

。

山
王
神
道
、
両
部
神
道
の
後
、
神
道
論
の
中
心
に
な
る
の
が
、
伊
勢
神
道
で
あ
る
。
北
畠
親
房
（
一
二
九
三
─
一
三
五
四
）、

慈
遍
（
生
没
年
不
詳
）、
良
遍
（
生
没
年
不
詳
）
ら
に
よ
っ
て
、
神
道
理
論
が
構
築
さ
れ
た
。
と
く
に
、
慈
遍
は
、
天
台
宗
の
僧

で
あ
っ
た
が
、
神
道
に
回
心
し
、
伊
勢
神
道
に
接
近
し
た
。
田
村
芳
朗
氏
に
よ
れ
ば
、
慈
遍
は
、『
旧
事
本
紀
玄
義
』
巻
第
五
に

お
い
て
、「
本
は
神
国
に
在
り
。
唐
は
枝
葉
を
掌
り
。
梵
は
果
実
を
得
。
花
落
ち
て
根
に
帰
る
。」
と
、
日
本
（
神
道
）
を
種
根
に
、

中
国
（
儒
教
）
を
枝
葉
に
、
イ
ン
ド
（
仏
教
）
を
果
実
に
な
ぞ
ら
え
、
日
本
を
根
本
に
置
く
、
い
わ
ゆ
る
根
葉
花
実
論
を
展
開
し

て
い
る
。
ま
た
、
同
書
巻
第
一
で
は
、「
如
来
既
に
皇
天
の
垂
迹
為
り
。」
と
反
本
地
垂
迹
説
が
説
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
田
村

芳
朗
氏
は
、
慈
遍
の
『
豊
葦
原
神
風
和
記
』
巻
下
で
、
神
道
を
代
表
す
る
正
直
・
清
浄
が
根
本
（
本
地
）
に
据
え
ら
れ
、
仏
教
を

代
表
す
る
慈
悲
が
垂
迹
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
慈
遍
と
同
じ
く
天
台
僧
か
ら
神
道
に
帰
依
し
た
良
遍
も
、

神
を
本
地
、
仏
を
垂
迹
と
説
い
て
お
り
、
さ
ら
に
、
天
照
大
神
を
本
覚
神
と
し
な
が
ら
も
、
究
極
は
迷
妄
の
凡
夫
そ
の
ま
ま
本
覚

神
と
み
な
す
に
至
っ
て
い
る
と
田
村
芳
朗
氏
は
主
張
し
て
い
る（

6
（

。
こ
う
し
た
伊
勢
神
道
の
流
れ
を
汲
み
、
吉
田
兼
倶
が
登
場
し
、

吉
田
神
道
（
唯
一
神
道
）
を
樹
立
し
た
。
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三

吉
田
神
社
と
吉
田
兼
倶

ま
ず
、
唯
一
神
道
の
発
祥
で
あ
る
吉
田
神
社
の
簡
単
な
歴
史
と
、
吉
田
兼
倶
に
つ
い
て
概
略
す
る
。
吉
田
神
社
は
、
八
五
九
年

に
中
納
言
藤
原
山
蔭
（
八
二
四
─
八
八
八
）
に
よ
り
、
京
の
都
の
鎮
守
神
と
し
て
、
大
和
春
日
神
社
の
祭
神
を
吉
田
山
に
勧
請
し

創
建
さ
れ
た
。
春
日
神
社
は
、
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
。
吉
田
神
社
の
祭
神
は
、
春
日
神
社
と
同
じ
、
健
御
賀
豆
知
命
（
第
一

殿
）、
伊
波
比
主
命
（
第
二
殿
）、
天
之
子
八
根
命
（
第
三
殿
）、
比
売
神
（
第
四
殿
）
の
四
座
で
あ
る
。
設
立
の
背
景
か
ら
も
、

藤
原
氏
（
山
蔭
家
）
の
京
都
の
氏
神
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
。
た
だ
し
、
藤
原
山
蔭
の
血
を
引
く
、
一
条
天
皇
の
行
幸
を
仰

ぐ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
権
威
は
大
い
に
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
山
蔭
家
の
氏
神
か
ら
、
藤
原
氏
一
門
の
氏
神
に
昇
格
す
る
と
と
も

に
、
朝
廷
か
ら
の
尊
敬
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

九
八
七
年
、
卜
部
兼
延
が
、
祠
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
、
そ
の
後
卜
部
氏
が
世
襲
し
た
。
鎌
倉
時
代
以
降
、
一
族
か
ら
多
く
の
学

者
や
文
人
が
出
て
い
る
。
窪
寺
紘
一
氏
は
、
古
典
研
究
の
基
礎
を
固
め
た
兼
直
（
生
没
年
不
詳
）、『
古
事
記
』
の
注
釈
書
『
古
事

記
裏
書
』
を
著
し
た
兼
文
（
生
没
年
不
詳
）、『
日
本
書
紀
』
注
釈
書
『
釈
日
本
紀
』
を
著
し
た
兼
方
（
生
没
年
不
詳
）、『
徒
然

草
』
の
作
者
兼
好
な
ど
を
挙
げ
て
い
る（

7
（

。
し
か
し
、
小
川
剛
生
氏
は
、
兼
好
と
卜
部
氏
と
の
関
係
を
否
定
す
る
。
氏
は
、
兼
好
の

一
家
を
掲
載
す
る
系
図
が
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
数
少
な
い
有
名
人
で
あ
っ
た
兼
好
を
卜
部
一
門
に
組
み
入
れ
た
捏
造
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る（

8
（

。
卜
部
家
は
、
そ
の
後
南
北
朝
時
代
に
家
号
を
「
吉
田
」
に
改
め
た
。

吉
田
兼
倶
は
、
一
四
三
五
年
、
吉
田
兼
名
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。『
康
富
記
』
に
よ
れ
ば
、
一
四
四
九
年
、
兼
倶
一
五
歳
の

と
き
、
神
祇
権
少
副
兼
中
務
権
小
輔
と
し
て
、
軒
廊
御
卜
に
、
父
と
と
も
に
参
加
し
て
い
る（

9
（

。
御
土
御
門
天
皇
即
位
の
翌
年
、
一
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四
六
五
年
、
大
嘗
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
執
行
に
兼
倶
は
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
。
こ
こ
ま
で
は
、
兼
倶
は
、
卜
部
氏

の
継
承
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
み
で
、
独
自
の
説
を
唱
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
応
仁
の
乱
に

入
り
、
状
況
が
一
変
す
る
。
京
都
は
戦
乱
状
態
と
な
り
、
一
四
六
七
年
、
近
衛
に
あ
る
兼
倶
の
自
邸
に
強
盗
が
入
り
、
放
火
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
翌
年
、
一
四
六
八
年
、
戦
火
の
中
、
吉
田
神
社
が
消
失
す
る
と
と
も
に
、
住
人
も
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件

が
起
こ
る
。
そ
の
た
め
、
兼
倶
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
逐
電
す
る
に
至
る
。

応
仁
の
乱
は
兼
倶
に
極
め
て
大
き
な
損
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
後
、
兼
倶
の
行
動
は
活
発
化
し
て
い
く
。
そ
の
活
動
の
拠

点
は
、
吉
田
邸
内
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
斎
場
所
で
あ
る
。
応
仁
の
乱
以
前
か
ら
、
将
軍
足
利
義
政
・
日
野
富
子
夫
妻
と
関
係
が
築

か
れ
て
い
た
が
、
一
四
七
〇
年
以
降
将
軍
の
命
を
受
け
こ
の
斎
場
所
で
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
四
七
三
年
に
斎
場

所
に
関
す
る
勅
裁
を
得
た
。
同
時
に
、
兼
倶
は
、『
中
臣
祓
』
や
『
日
本
書
記
』
神
代
巻
の
注
釈
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
吉
田

神
道
を
構
築
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
応
仁
の
乱
が
収
束
し
て
い
く
一
四
七
七
年
頃
か
ら
、
兼
倶
は
、
こ
れ
ら
の
講
義
を
本
格
化
さ

せ
て
い
く
。
た
だ
し
、
兼
倶
は
、
こ
れ
ら
の
吉
田
神
道
の
構
築
に
際
し
、
経
典
や
文
書
に
偽
作
や
偽
書
を
多
用
し
、
系
図
の
改
竄

ま
で
行
っ
て
い
る
。

一
四
七
九
年
、
兼
倶
は
、
そ
の
拠
点
を
洛
内
の
吉
田
邸
か
ら
、
吉
田
神
社
の
あ
る
吉
田
山
に
移
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
一

四
八
四
年
、
日
野
富
子
の
援
助
を
受
け
て
吉
田
山
頂
に
大
元
宮
斎
場
所
を
建
立
す
る
。
こ
こ
で
、
太
元
神
と
し
て
の
国
常
立
尊
を

中
心
に
日
本
中
の
神
々
が
祀
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
四
八
九
年
、
兼
倶
は
、
伊
勢
外
宮
正
殿
の
炎
上
に
よ
り
不
明
と
な
っ
た
伊
勢

大
神
宮
の
御
神
体
が
、
大
元
宮
斎
場
所
に
降
臨
し
た
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、
朝
廷
に
そ
の
調
査
を
願
い
出
た
（
永
徳
の
密
奏
事

件
）。
結
局
、
朝
廷
の
お
墨
付
き
を
も
ら
い
、
こ
こ
に
、
吉
田
神
道
は
確
固
た
る
地
位
を
築
く
こ
と
に
な
る
。

岡
田
荘
司
氏
は
、
兼
倶
の
活
動
を
前
半
と
後
半
に
分
け
て
い
る
。
前
半
期
で
は
、
吉
田
神
道
の
構
築
を
行
い
、
公
家
・
武
家
社

会
へ
の
浸
透
を
企
て
、
後
半
は
、
大
元
宮
斎
場
所
の
建
立
、
永
徳
の
密
奏
事
件
等
を
経
て
、
神
社
界
の
棟
梁
と
し
て
の
地
位
を
確



─ 87 ── 87 ─

吉田兼倶と天台本覚思想

立
し
て
い
っ
た
と
指
摘
す
る（

（1
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
兼
倶
は
、
吉
田
神
道
の
権
威
付
け
の
た
め
に
、
公
的
文
書
の
偽
作
や
、
偽
書
の
作
成
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
近
世
に
入
り
、
林
羅
山
（
一
五
八
三
─
一
六
五
七
）、
度
合
延
佳
（
一
六
一
五
─
一
六
九
〇
）、
吉
見
幸
和
（
一
六
七

三
─
一
七
六
一
）、
森
昌
胤
（
生
没
年
不
詳
）、
荻
生
徂
徠
（
一
六
八
八
─
一
七
二
八
）、
太
宰
春
台
（
一
六
八
〇
─
一
七
四
七
）

な
ど
極
め
て
多
く
の
人
々
が
批
判
を
し
て
き
た（

（（
（

。

し
か
し
、
中
世
神
道
か
ら
近
世
神
道
と
い
う
歴
史
的
視
座
か
ら
、
伊
藤
聡
氏
は
、
吉
田
神
道
を
以
下
の
よ
う
に
積
極
的
な
意
味

で
と
ら
え
て
い
る
。

「
中
世
も
終
わ
り
近
く
に
な
っ
て
登
場
し
た
唯
一
神
道
（
吉
田
神
道
、
卜
部
神
道
、
元
本
宗
源
神
道
と
も
）
は
、
先
行
す
る

神
道
説
及
び
儒
仏
道
に
亙
る
当
時
の
諸
言
説
の
様
々
な
要
素
が
取
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
在
り
方
自
体
中
世
神
道

説
の
典
型
と
云
え
る
が
、
同
時
に
近
世
の
吉
川
・
垂
加
神
道
は
こ
れ
を
母
体
と
し
て
発
生
し
、
そ
の
他
の
神
道
思
想
も
唯
一

神
道
を
批
判
す
る
中
で
新
た
な
展
開
を
示
し
た
と
云
う
意
味
に
お
い
て
、
近
世
神
道
説
の
先
蹤
と
も
云
え
る
存
在
で
あ
る
。（

（1
（

」

本
稿
も
、
こ
の
伊
藤
聡
氏
の
意
見
に
賛
同
す
る
。
吉
田
兼
倶
の
不
正
行
為
か
ら
、
彼
の
思
想
自
体
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
神
道

思
想
の
研
究
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
吉
田
神
道
の
思
想
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
神
道
研
究
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
る
。

四

吉
田
神
道
、
吉
田
兼
倶
の
思
想

吉
田
神
道
に
お
け
る
研
究
は
、
宮
地
直
一
氏
、
西
田
長
男
氏
、
久
保
田
収
氏
、
出
村
勝
明
氏
、
伊
藤
聡
氏
等
、
数
多
く
の
先
学

が
い
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
、
天
台
本
覚
思
想
と
の
関
係
に
絞
っ
た
形
で
、
吉
田
兼
倶
に
よ
る
吉
田
神
道
の
思
想
的
な
内
容
に
つ
い
て
考
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察
し
て
い
く
。

ま
ず
、
吉
田
兼
倶
の
著
作
は
、
遠
祖
卜
部
兼
延
に
仮
託
し
た
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』、
一
四
八
六
年
に
将
軍
足
利
義
政
に
奏

上
し
た
『
神
道
大
意
』、
同
名
で
祖
先
卜
部
兼
直
に
仮
託
し
た
『
神
道
大
意
』、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
注
釈
書
『
日
本
書
紀
神

代
巻
抄
』、
吉
田
神
道
教
理
の
十
八
神
道
を
論
じ
た
『
十
八
神
道
源
起
抄
』、『
中
臣
祓
』
注
釈
書
『
中
臣
祓
抄
』
な
ど
が
あ
る
。

ま
ず
、
こ
こ
で
は
、
主
著
で
あ
る
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
を
中
心
に
吉
田
兼
倶
の
思
想
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
で
は
、
神
道
を
本
迹
縁
起
神
道
、
両
部
習
合
神
道
、
元
本
宗
源
神
道
の
分
け
、
元
本
宗
源
神
道
が
吉

田
神
道
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
吉
田
神
道
は
、
天
照
大
神
が
天
児
屋
根
命
に
授
け
た
と
さ
れ
、
そ
れ
が
子
孫
の
卜
部
氏
に
相
承
さ

れ
た
と
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
天
児
屋
根
命
の
神
宣
を
北
斗
七
元
星
宿
真
君
が
漢
文
に
移
し
て
教
と
し
た
、『
天
元
神
変
神

妙
経
』、『
地
元
神
通
神
妙
経
』、『
人
元
神
力
神
妙
経
』（
三
部
神
経
）
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
は
、
隠
幽
教
と
呼
ば
れ
、『
古
事
記
』、

『
日
本
書
紀
』、『
先
代
旧
事
記
』（
三
部
本
書
）
の
顕
露
教
と
対
比
さ
れ
る
。
顕
露
教
は
、
広
く
神
道
界
で
共
有
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
隠
幽
教
は
、
吉
田
神
道
の
み
が
知
り
う
る
秘
伝
と
さ
れ
る（

（1
（

。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
三
部
神
経
は
、
偽
作
で
あ
る
。
顕
露
教

と
隠
幽
教
と
い
う
解
釈
は
、
ま
さ
に
仏
教
に
お
け
る
顕
教
と
密
教
の
解
釈
を
模
倣
し
た
も
の
と
言
え
る
。

ま
た
、
本
書
で
は
、
神
を
「
天
地
万
物
之
霊
宗
」、
道
を
「
一
切
万
行
之
始
原
」
と
定
義
し
、
神
道
を
詳
細
に
分
類
し
、
三
九

妙
壇
十
八
神
道
に
至
る
。
伊
藤
聡
氏
は
、
こ
れ
を
森
羅
万
象
全
て
神
道
の
顕
現
な
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
、
吉
田
神
道
の
基
本

原
理
と
す
る（

（1
（

。
後
で
分
析
す
る
が
、
現
象
を
仏
の
顕
現
と
と
ら
え
る
天
台
本
覚
思
想
と
の
親
和
性
が
指
摘
で
き
る
。

本
書
は
神
道
だ
け
で
な
く
、
密
教
、
儒
教
、
道
家
、
道
教
の
諸
書
を
さ
か
ん
に
引
用
し
て
お
り
、
諸
教
が
神
道
に
包
摂
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
道
教
の
経
典
と
考
え
ら
れ
る
北
斗
元
霊
経
が
引
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
易
に
曰
は
く
」、「
道
教
に
云
は
ク
」、

「
儒
教
に
云
は
ク
」
な
ど
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
伊
藤
聡
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
兼
倶
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
当
時
の
五
山
を
中
心
と
し
た
諸
教
一
致
思
想
の
表
れ
に
外
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
兼
倶
が
そ
れ
を
神
道
中
心
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主
義
に
再
編
成
し
た
も
の
と
説
く
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
氏
は
、
本
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
根
葉
花
実
論
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
前

述
し
た
よ
う
に
、
根
葉
花
実
論
は
反
本
地
垂
迹
説
に
つ
な
が
り
、
天
台
本
覚
思
想
と
の
関
連
性
が
高
い
。

次
に
、
吉
田
兼
倶
の
思
想
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
が
、
一
条
兼
良
（
一
四
〇
二
─
一
四
八
一
）
の
影
響
で
あ
る
。
兼
倶
の

『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』
は
、
一
条
兼
良
の
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
か
ら
多
く
の
引
用
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
岡
田
荘
司
氏
は
、

『
中
臣
祓
』
や
『
日
本
書
記
』
神
代
巻
の
講
義
を
行
っ
て
い
た
時
代
、『
中
臣
祓
』
講
釈
に
、
兼
倶
が
自
分
で
書
写
し
た
『
日
本
書

紀
纂
疏
』
を
講
義
用
手
控
書
と
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

し
か
し
、
阿
蘇
谷
正
彦
氏
は
、
こ
れ
に
異
を
唱
え
る
。
一
条
兼
良
の
神
道
の
内
容
は
、
基
本
的
に
は
神
儒
仏
三
経
一
致
の
教
え

に
合
致
す
る
も
の
が
多
く
、
神
道
の
内
実
を
究
め
、
神
道
思
想
の
肉
付
け
を
す
る
意
図
は
な
く
、
古
典
研
究
が
主
な
目
的
で
あ
っ

た
と
氏
は
主
張
す
る
。
一
方
、
兼
倶
は
、
吉
田
家
に
お
け
る
神
道
思
想
の
体
系
化
を
図
る
た
め
、
様
々
な
思
想
を
活
用
し
よ
う
と

し
て
お
り
、
一
条
兼
良
の
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
は
、
そ
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
氏
は
結
論
付
け
て
い
る（

（1
（

。

た
だ
し
、
天
台
本
覚
思
想
と
の
関
連
で
考
え
れ
ば
、
一
条
兼
良
と
兼
倶
で
興
味
深
い
共
通
点
が
存
在
す
る
。『
日
本
書
紀
纂
疏
』

で
、「
神
道
は
心
を
以
っ
て
本
と
為
す
」
と
い
う
表
現
が
あ
る（

11
（

。
阿
蘇
谷
正
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
神
道
は
心
を
以
っ
て
根
本
と
な
す

た
め
、
神
事
の
源
も
一
心
以
外
に
あ
り
得
な
い
。
一
心
の
本
質
は
非
生
非
滅
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
心
を
本
と
す
る
神
道
も
ま
た
非

生
非
滅
の
本
性
を
有
す
る
と
氏
は
説
く（

1（
（

。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
天
台
本
覚
思
想
と
類
似
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
兼
倶
は
、
こ
れ
を

『
日
本
書
紀
神
代
聞
書
』
に
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る（

11
（

。
た
だ
し
、
兼
倶
が
、
こ
の
思
想
を
一
条
兼
良
か
ら
影
響
さ
れ
た
と
い
う

の
で
は
な
く
、
二
人
の
考
え
が
一
致
し
た
た
め
、
引
用
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
兼
倶
は
、
一
条
兼

良
よ
り
も
よ
り
高
次
な
天
台
本
覚
思
想
に
至
る
。
そ
の
た
め
、
兼
良
か
ら
の
一
方
向
の
影
響
で
は
な
く
、
両
者
に
天
台
本
覚
思
想

的
な
思
想
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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五

吉
田
神
道
と
天
台
本
覚
思
想
と
の
関
係

天
台
本
覚
思
想
と
神
道
の
関
係
を
見
る
先
行
研
究
は
あ
る
も
の
の
、
吉
田
神
道
・
吉
田
兼
倶
に
関
す
る
も
の
は
意
外
と
少
な
い
。

そ
の
中
で
、
田
村
芳
朗
氏
が
、『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
の
中
に
、
反
本
地
垂
迹
説
と
根
葉
花
実
論
を
見
出
す
。
さ
ら
に
、「
神
ト

ハ
者
善
悪
邪
正
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
に
悪
邪
も
鬼
畜
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
神
説
な
い

し
三
神
説
に
お
け
る
実
類
神
（
不
覚
神
）
の
こ
と
で
あ
る
。
神
が
一
切
万
物
の
根
源
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
が
、
実
迷
の
邪
神
も
究
極
的
に
は
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
、
強
い
現
実
肯
定
が
あ
る
と
氏
は
主
張
し
て
い
る（

11
（

。

以
下
で
は
、
吉
田
兼
倶
の
『
神
道
大
意
』
及
び
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
を
基
に
、
天
台
本
覚
思
想
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
く
。『
神
道
大
意
』
は
、
兼
倶
だ
け
で
な
く
、
他
の
吉
田
（
卜
部
）
家
の
人
々
に
よ
っ
て
も
書
か
れ
て
お
り
、
吉
田
家
の
神

道
学
説
の
系
譜
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
兼
倶
以
前
の
兼
直
（
生
没
年
不
詳
）、
兼
夏
（
生
没
年
不
詳
）、
兼
敦
（
生
没
年
不

詳
）
等
の
『
神
道
大
意
』
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
著
述
で
は
な
く
、
仮
託
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
卜
部
家
の
祖

と
さ
れ
る
兼
直
の
『
神
道
大
意
』
は
、
兼
倶
に
よ
っ
て
著
作
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
兼
直
作
と
さ
れ
る

『
神
道
大
意
』
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
そ
の
『
神
道
大
意
』
に
以
下
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。

「
天
地
仁
有
天
波
神
止
云
、
万
物
仁
有
天
波
霊
止
云
比
、
人
倫
仁
有
天
波
心
止
云
、
心
波
即
神
明
乃
舎（

11
（

」

天
地
に
神
が
あ
り
、
万
物
に
霊
が
あ
り
、
人
に
心
が
あ
り
、
こ
の
心
が
神
と
み
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
は
、
天
地
、
万
物
、

人
に
内
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
神
を
仏
に
置
き
換
え
れ
ば
、
ま
さ
に
天
台
本
覚
思
想
の
内
在
的
相
即
論
に
な
る
。
と
く
に
、

人
間
だ
け
で
は
な
く
、
万
物
に
も
神
が
内
在
す
る
こ
と
は
、
天
台
本
覚
思
想
と
の
親
和
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。
次
に
、
以
下
の



─ 91 ── 91 ─

吉田兼倶と天台本覚思想

よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

「
心
止
波
一
神
乃
本
、
一
神
止
波
吾
國
常
立
尊
止
云
、
國
常
立
尊
止
者
無
形
乃
形
無
名
乃
名
、
此
於
虚
無
太
元
尊
神
尊
神
止
名
久
、

此
乃
太
元
与
利
一
大
三
千
界
於
成
天
、
一
心
与
利
大
千
乃
形
躰
於
分
津
、
何
況
森
羅
万
象
蠢
動
含
霊
、
都
天
一
神
乃
元
与
利
始
天
、

天
地
乃
霊
気
於
感
仁
至
天
、
生
成
無
窮
奈
利
、
心
乃
本
源
波
一
神
与
利
起
里
」（

11
（

こ
こ
で
も
、
神
と
人
の
心
の
関
係
が
説
か
れ
、
心
の
本
源
が
一
神
か
ら
起
こ
る
。
ま
た
、
一
心
、
一
神
が
強
調
さ
れ
、
一
大
三

千
界
の
生
成
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
心
を
神
と
す
る
こ
と
は
、
心
を
仏
と
す
る
天
台
本
覚
思
想
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
天
台

本
覚
思
想
の
例
と
し
て
、
伝
源
信
『
三
十
四
箇
事
書
』
の
「
本
地
無
作
三
身
の
事
」
で
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
ま
た
、
最
初
成
道
と
云
ふ
事
、
よ
く
よ
く
意
得
べ
き
な
り
。
先
づ
最
初
成
道
と
は
、
こ
れ
も
迹
な
り
。
実
に
は
衆
生
己
心

の
体
理
に
、
仮
り
に
成
道
の
名
を
唱
ふ
る
故
に
、
云
々
。
次
に
久
遠
と
云
へ
る
は
、
実
に
は
た
だ
衆
生
の
心
な
り
。
心
は
無

始
無
終
な
り
。
こ
こ
を
久
遠
と
云
ふ
な
り
。
よ
く
よ
く
、
こ
れ
を
習
ふ
べ
し
。
真
実
に
大
事
の
法
門
な
り
。
輙
く
思
依
す
べ

き
に
あ
ら
ざ
る
事
な
り
。
よ
く
よ
く
、
こ
れ
を
思
ふ
べ
し
。（

11
（

」

こ
こ
で
は
、
久
遠
が
衆
生
の
心
で
あ
り
、
こ
の
心
が
無
始
無
終
で
あ
る
と
、
衆
生
の
心
を
仏
と
見
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
吉

田
兼
倶
と
天
台
本
覚
思
想
の
類
似
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。

次
に
吉
田
兼
倶
の
『
神
道
大
意
』
に
つ
い
て
、
検
証
を
行
う
。
冒
頭
に
、
兼
直
作
と
さ
れ
る
『
神
道
大
意
』
と
類
似
の
表
現
が

な
さ
れ
て
い
る
。

「
夫
神
ト
者
、
天
地
ニ
先
テ
而
モ
天
地
ヲ
定
メ
、
陰
陽
ニ
超
テ
而
モ
陰
陽
成
ス
、
天
地
ニ
在
テ
ハ
神
ト
云
、
萬
物
ニ
在
テ
ハ
霊
ト
云
、
人

ニ
在
テ
ハ
心
ト
云
、
心
ト
者
神
ナ
リ
、
故
ニ
神
ハ
天
地
ノ
根
元
ナ
リ
、
万
物
ノ
霊
性
ナ
リ
、
人
倫
ノ
運
命
ナ
リ
」（

11
（

天
地
に
先
ん
じ
て
天
地
を
定
め
、
陰
陽
を
超
え
て
引
用
を
為
す
と
い
う
神
の
超
絶
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
兼
直
作

と
さ
れ
る
『
神
道
大
意
』
と
同
様
に
、
天
地
、
万
物
、
人
に
神
が
内
在
す
る
こ
と
が
、
よ
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
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次
の
よ
う
な
表
現
も
見
ら
れ
る
。

「
神
ヲ
知
ヲ
悟
ト
云
、
神
ヲ
不
知
ヲ
迷
ト
云
」（

11
（

神
を
知
る
こ
と
が
悟
り
で
あ
り
、
神
を
知
ら
な
い
こ
と
を
迷
い
と
す
る
。
人
に
内
在
す
る
神
を
自
覚
す
る
こ
と
が
、
迷
い
を
脱

し
、
悟
り
に
至
る
こ
と
に
な
る
。
本
覚
思
想
に
お
け
る
内
在
的
相
即
論
に
近
い
考
え
方
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
田
兼
倶
の
『
神
道
大

意
』
の
後
半
に
、
吉
田
神
道
と
天
台
本
覚
思
想
の
密
接
な
関
係
を
示
す
、
以
下
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。

「
神
ニ
三
種
ノ
位
ア
リ
、
一
ニ
ハ
元
神
、
二
ニ
ハ
託
神
、
三
ニ
ハ
鬼
神
、
初
ノ
元
神
ト
者
日
月
星
辰
等
ノ
神
ナ
リ
、
其
光
天
ニ
現
エ
、
其

徳
三
界
ニ
至
レ
リ
、
然
ト
モ
直
ニ
其
妙
躰
世
ヲ
謁
ス
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ス
、
故
ニ
浄
妙
不
測
ノ
元
神
ト
号
ス
、
二
ニ
託
神
ト
者
非
情
ノ
精
神
ナ

リ
、
非
情
ト
ハ
草
木
等
ノ
類
ナ
リ
、
地
ニ
着
テ
気
ヲ
ハ
コ
ヒ
、
空
ニ
出
テ
形
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
、
四
季
ニ
應
エ
生
老
病
死
ノ
色
ア
リ
、
然
ト
モ
全
ク

無
心
無
念
ナ
リ
、
是
ヲ
託
神
ト
号
ス
、
三
ニ
鬼
神
ト
者
人
心
動
作
ニ
随
ヲ
云
、
纔
一
念
動
ケ
ハ
是
心
他
境
ニ
移
ル
、
故
ニ
天
地
ヲ
感
レ

ハ
、
天
地
ノ
霊
我
心
ニ
皈
ス
、
心
ニ
草
木
ヲ
感
レ
ハ
、
草
木
ノ
霊
我
心
ニ
皈
ス
、
心
ニ
畜
類
ヲ
感
レ
ハ
、
畜
類
ノ
霊
我
心
ニ
皈
ス
、
心
ニ

他
人
ヲ
感
レ
ハ
、
他
人
ノ
霊
我
心
ニ
皈
ス
」（

11
（

「
非
情
」
や
「
草
木
」
と
い
う
表
現
も
天
台
本
覚
思
想
に
近
い
。
こ
う
し
た
非
情
や
草
木
に
神
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
天

台
本
覚
思
想
の
草
木
成
仏
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
人
に
内
在
す
る
神
と
、
天
地
、
非
情
の
草
木
、
畜
類
、
他
人
等
に

内
在
す
る
神
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
神
を
通
じ
て
森
羅
万
象
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
草
木
成
仏
に

つ
い
て
も
、
天
台
本
覚
思
想
、
伝
源
信
『
三
十
四
箇
事
書
』
の
「
草
木
成
仏
の
事
」
で
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「
た
だ
し
草
木
成
仏
と
説
く
事
は
、
他
人
の
情
を
破
さ
ん
が
た
め
の
故
に
。
他
人
の
意
の
云
く
、
草
木
は
た
だ
草
木
に
し
て
、

生
界
・
仏
界
の
徳
な
し
と
。
一
向
た
だ
非
情
に
し
て
、
有
情
に
あ
ら
ず
と
。
故
に
、
こ
れ
を
破
す
。
一
家
の
意
は
、
草
木
非

情
と
い
へ
ど
も
、
非
情
な
が
ら
有
情
の
徳
を
施
す
。
非
情
を
改
め
て
有
情
と
云
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
故
に
成
仏
と
云
へ
ば
、

人
々
、
非
情
を
転
じ
て
有
情
と
成
る
と
思
ふ
。
全
く
し
か
ら
ず
。
た
だ
、
非
情
な
が
ら
、
し
か
も
有
情
な
り
。
よ
く
よ
く
、
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こ
れ
を
思
ふ
べ
し
。（

1（
（

」

上
記
は
、
非
情
で
あ
る
草
木
の
成
仏
を
説
い
て
い
る
。
有
情
だ
け
な
く
、
非
情
に
も
成
仏
を
認
め
る
天
台
本
覚
思
想
の
特
徴
が

出
て
い
る
。
ま
た
、
草
木
の
成
仏
は
、
有
情
に
転
じ
て
成
仏
す
る
の
で
は
な
く
、
非
情
の
ま
ま
で
成
仏
す
る
。
こ
こ
に
、
有
情
と

非
情
の
差
は
な
い
の
で
あ
る
。『
神
道
大
意
』
が
、
万
物
に
神
の
内
在
を
認
め
て
い
る
の
と
類
似
し
て
い
る
。

以
上
、
兼
倶
が
兼
直
に
仮
託
し
た
『
神
道
大
意
』、
及
び
兼
倶
自
身
の
選
に
よ
る
『
神
道
大
意
』
に
つ
い
て
、
検
証
を
行
っ
て

き
た
。
数
多
く
の
記
述
に
お
い
て
、
天
台
本
覚
思
想
と
の
親
和
性
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
。
ま
ず
、
冒
頭
で
三
つ
の
神
道
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
問
ふ
。
神
道
ト
ハ
幾
ク
分
別
ス
ル
子
細
有
ル
哉
。

答
ふ
。
一
ニ
ハ
本
迹
縁
起
ノ
神
道
。
二
ニ
ハ
両
部
習
合
ノ
神
道
。
三
ニ
ハ
元
本
宗
源
ノ
神
道
。
故
ニ
是
れ
ヲ
三
家
ノ
神
道

ト
云
ふ
。（

11
（

」

神
道
を
、
本
地
垂
迹
思
想
に
基
づ
く
本
迹
縁
起
神
道
、
密
教
の
胎
蔵
界
・
金
剛
界
の
両
曼
陀
羅
に
よ
る
両
部
習
合
神
道
、
万
法

の
源
で
あ
る
元
本
宗
源
神
道
の
分
け
、
こ
の
元
本
宗
源
神
道
に
吉
田
神
道
を
当
て
る
。
そ
し
て
、
元
本
宗
源
神
道
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
る
。

「
問
ふ
。
元
本
宗
源
ノ
神
道
ト
ハ
何
ぞ
哉
。

答
ふ
。
元
と
は
陰
陽
不
測
の
元
元
ヲ
明
か
す
。
本
と
は
一
念
未
生
の
本
本
ヲ
明
か
す
。
故
ニ
頌
ニ
曰
ク
、

元
を
元
と
し
て
元
初
ニ
入
リ
、
本
を
本
と
し
て
本
心
に
任
ス
。

と
。

問
ふ
。
宗
源
と
は
何
ぞ
哉
。

答
ふ
。
宗
ト
ハ
一
気
未
分
の
元
神
ヲ
明
か
す
。
故
に
万
法
純
一
の
元
初
ニ
帰
ス
。
是
れ
ヲ
宗
と
云
ふ
。
源
ト
ハ
和
光
同
塵
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神
化
ヲ
明
か
す
。
故
に
一
切
利
物
の
本
基
ヲ
開
ク
。
是
れ
ヲ
源
と
云
ふ
。
故
ニ
頌
ニ
曰
ク
、

宗
ト
は
万
法
一
に
帰
す
。
源
と
は
諸
縁
基
を
開
く
。

と
。吾

国
開
闢
以
来
、
唯
一
神
道
是
れ
也
」（

11
（

元
、
本
、
宗
、
源
と
そ
れ
ぞ
れ
が
根
源
的
な
意
味
を
含
む
字
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
部
、
定
義
に
若
干
混
乱
を
き
た
し
て
い

る
が
、
万
物
が
生
成
す
る
前
に
存
在
す
る
元
神
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
切
の
存
在
が
一
つ
に
帰
着
す
る
と
同
時
に
、
一

切
の
人
間
的
な
つ
な
が
り
の
根
本
も
明
ら
か
に
す
る
。
根
源
的
で
あ
る
こ
と
が
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
台
本
覚

思
想
に
近
い
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
も
開
か
れ
て
い
る
こ
と
も
、
類
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
和
光
同
塵
」

が
神
の
は
た
ら
き
に
用
い
ら
れ
、
衆
生
と
神
の
内
在
と
が
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
神
道
大
意
』
と
同
様
に
、
万
物

に
内
在
す
る
神
に
つ
い
て
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

「
問
ふ
。
霊
ト
ハ
何
ぞ
哉
。

答
ふ
。
霊
ト
ハ
、
一
切
の
諸
神
、
有
情
・
非
情
の
精
霊
ノ
義
也
。
故
に
頌
に
曰
は
く
、

器
界
・
生
界
、
山
河
・
大
地

森
羅
万
象
は
、
一
切
神
霊
な
り
。

と
。（

11
（

」

生
物
だ
け
で
な
く
、
草
木
等
非
情
の
も
の
に
も
神
が
内
在
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
神
が
い
る

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
天
台
本
覚
思
想
に
お
け
る
仏
の
遍
満
と
類
似
し
て
い
る
。『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
で
は
、
三
才
九
部

妙
壇
と
十
八
神
道
の
詳
細
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
天
・
地
・
人
が
そ
れ
ぞ
れ
変
・
通
・
力
の
三
妙
壇
の
力
を
持
っ
て
い
る

（
合
わ
せ
る
と
九
妙
壇
）
こ
と
を
三
才
九
部
妙
壇
、
天
・
地
・
人
の
各
六
神
道
を
合
わ
せ
た
の
が
十
八
神
道
と
な
る
。
そ
の
中
で
、
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以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
問
ふ
。
尓
ら
ば
、
天
道
モ
地
道
モ
人
道
モ
、
皆
以
テ
神
道
に
非
ず
ト
イ
フ
コ
ト
無
き
者
乎
。

答
ふ
。
天
に
神
道
無
き
時
ハ
、
三
光
有
る
コ
ト
無
く
、
亦
四
時
も
無
し
。
地
ニ
神
道
無
き
時
ハ
、
五
行
有
る
コ
ト
無
く
、

亦
万
物
も
無
し
。
人
ニ
神
道
無
き
時
ハ
、
一
命
有
る
コ
ト
無
く
、
亦
万
法
モ
無
し
。
故
に
頌
に
曰
は
く
、

大
元
神
勅
し
て
、
天
に
神
道
有
り
。

故
に
三
光
有
り
。
亦
四
時
有
り
。

地
に
神
道
有
り
。
故
に
五
行
有
り
。

亦
万
物
有
り
。
人
に
神
道
有
り
。

故
に
五
大
有
り
。
亦
六
根
有
り
。

と
。（

11
（

」

神
道
（
神
）
が
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
も
の
が
存
在
し
な
い
。
逆
に
神
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
伊
藤

聡
氏
に
よ
れ
ば
、
三
才
九
部
妙
壇
と
十
八
神
道
の
説
と
は
、
森
羅
万
象
全
て
神
道
の
顕
現
な
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る（

11
（

。
こ

の
段
階
に
至
っ
て
、
吉
田
神
道
は
、
内
在
的
相
即
論
か
ら
、
顕
現
的
相
即
論
や
顕
在
的
相
即
論
に
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

に
は
、
天
台
本
覚
思
想
と
同
様
、
現
実
肯
定
の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

次
に
、
前
述
し
た
根
葉
花
実
論
の
箇
所
を
見
て
い
く
。
聖
徳
太
子
に
仮
託
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
第
三
十
四
代
推
古
天
皇
ノ
御
字
、
上
宮
太
子
密
か
に
奏
し
て
言
は
ク
、「
吾
ガ
日
本
ハ
種
子
を
生
じ
、
震
旦
は
枝
葉
ニ
現
し
、

天
竺
は
花
実
を
開
く
。
故
ニ
仏
教
は
万
法
の
花
実
た
り
。
儒
教
は
万
法
の
枝
葉
た
り
。
神
道
は
万
法
の
根
本
た
り
。
彼
の
二

教
は
皆
是
れ
神
道
の
分
化
也
。
枝
葉
・
花
実
ヲ
以
テ
其
ノ
根
源
ヲ
顕
は
す
。
花
落
ち
て
根
に
帰
る
が
故
ニ
、
今
此
の
仏
法
東

漸
ス
。
吾
が
国
の
、
三
国
の
根
本
タ
ル
コ
ト
ヲ
明
か
サ
ン
ガ
為
ニ
也
。
尓
り
し
自
り
以
来
、
仏
法
此
に
流
布
す
」
と
。
神
武
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天
皇
ヨ
リ
以
降
、
千
ニ
百
余
歳
を
経
て
、
其
の
中
間
に
二
法
無
し
。
唯
神
国
の
根
本
を
守
り
、
神
明
の
本
誓
を
崇
む
。
故
ニ

今
、
神
事
の
時
、
仏
経
・
念
誦
等
ヲ
去
る
は
是
の
儀
也
。（

11
（

」

日
本
（
神
道
）
は
種
子
、
中
国
（
儒
教
）
は
枝
葉
、
イ
ン
ド
（
仏
教
）
は
花
実
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
根
源
に

神
道
を
据
え
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
教
、
儒
教
を
神
道
か
ら
分
化
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
よ

り
根
源
的
な
も
の
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
根
葉
花
実
論
は
、
慈
遍
の
『
旧
事
本
紀
玄
義
』
巻
第

五
で
す
で
に
説
か
れ
て
お
り
、
兼
倶
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
。
た
だ
、
枝
葉
・
花
実
で
あ
る
儒
教
・
仏
教
に
よ
っ
て
、
そ
の
根

本
で
あ
る
神
道
が
顕
現
す
る
と
こ
ろ
は
、
よ
り
天
台
本
覚
思
想
に
近
い
。

『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
の
最
後
の
問
答
で
、
こ
れ
ま
で
の
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
少
し
長
い
が
、
引
用
す
る
。

「
問
ふ
。
神
道
の
所
談
ハ
、
吾
ガ
国
の
根
奥
、
独
立
の
一
法
也
。
幸
ニ
宗
源
ノ
二
字
ヲ
得
タ
リ
。
何
ゾ
一
家
の
宗
義
ヲ
立
て

ざ
ル
哉
。

答
ふ
。
吾
が
神
道
は
、
万
物
ニ
在
り
テ
一
物
ニ
留
ら
ず
。
所
謂
風
波
、
雲
霧
、
動
静
、
進
退
、
昼
夜
、
隠
顕
、
冷
寒
、
温

熱
、
善
悪
の
報
、
邪
正
の
差
、
統
ベ
テ
吾
が
神
明
の
所
為
ニ
非
ず
と
い
ふ
こ
と
莫
き
者
也
。
故
に
天
地
の
心
も
神
也
。
諸
仏

の
心
モ
是
れ
神
也
。
鬼
畜
ノ
心
モ
是
れ
神
也
。
草
木
ノ
心
モ
是
れ
神
也
。
何
ニ
況
ん
や
人
倫
に
於
い
て
を
哉
。
意
を
以
て
理

を
成
し
、
意
を
以
て
言
を
成
し
、
意
を
以
て
手
足
ヲ
成
す
。
皆
是
れ
心
神
の
所
為
也
。
一
切
の
含
霊
は
神
に
非
ず
と
い
ふ
こ

と
莫
き
者
也
。
故
に
成
仏
ト
云
ひ
テ
成
神
ト
云
は
ず
。
物
ト
シ
テ
神
霊
ヲ
含
蔵
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
無
し
。
故
に
神
経
に
云
は

ク
、「
天
ニ
神
道
無
け
れ
ば
、
則
ち
三
光
有
る
こ
と
無
く
、
亦
四
時
も
無
し
。
地
ニ
神
道
無
け
れ
ば
、
則
ち
五
行
有
る
こ
と

無
く
、
亦
万
物
も
無
し
。
人
ニ
神
道
無
け
れ
ば
、
則
ち
一
命
有
る
こ
と
無
く
、
亦
万
法
も
無
し
」
と
。

易
に
曰
は
く
、「
天
の
神
道
ヲ
観
ル
ニ
、
而
モ
四
時
忒
ハ
ズ
。
聖
人
は
神
道
ヲ
以
テ
教
ヲ
設
ケ
て
、
而
モ
天
下
服
ス
」
と
。

道
教
に
云
は
ク
、「
道
ハ
一
ヲ
生
ず
。
一
は
ニ
を
生
じ
、
二
は
三
を
生
じ
、
三
は
万
物
ヲ
生
ず
」
と
。
皆
是
れ
神
也
。
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内
教
ノ
中
、
密
経
ニ
云
は
ク
、「
神
変
加
持
経
、
并
び
に
諸
経
論
の
中
に
、
神
変
・
神
通
・
神
力
、
多
く
以
て
之
在
り
」

と
。
是
れ
神
道
ニ
非
ず
哉
。

儒
教
に
云
は
ク
、「
大
極
は
両
儀
ヲ
生
ず
。
両
儀
は
四
象
ヲ
生
ず
。
四
象
は
八
卦
ヲ
生
ず
。
八
卦
は
万
物
ヲ
生
ず
」
と
。

是
れ
則
ち
聖
人
ノ
神
道
也
。
故
に
頌
に
曰
は
く
、

唯
一
神
道
、
諸
法
の
根
本
。

万
行
の
濫
觴
に
し
て
、
畢
竟
宗
源
。

と
。（

11
（

」

万
物
に
神
が
内
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
森
羅
万
象
が
こ
の
神
の
働
き
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
、
良
い
こ
と
も

悪
い
こ
と
も
含
め
て
、
神
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
現
象
そ
の
も
の
が
神
の
顕
現
化
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
さ
に
天
台
本
覚
思
想
と
の
親
和
性
が
指
摘
で
き
る
。

以
上
、
吉
田
神
道
と
天
台
本
覚
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
、
兼
倶
が
兼
直
に
仮
託
し
た
『
神
道
大
意
』、
及
び
兼
倶
自
身
の
選
に

よ
る
『
神
道
大
意
』、『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
等
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
心
が
神
で
あ
り
、
そ
の
神
は
人
に
内
在
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
神
は
、
人
だ
け
で
な
く
、
天
地
、
万
物
、
畜
生
、
無
情
（
草
木
）
に
ま
で
内
在
し
て
い
る
。
天
台
本
覚
思
想
に
お
け
る

内
在
的
相
即
論
と
言
え
る
。
万
物
に
内
在
す
る
神
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
神
を
通
じ
て
万
物
は
つ
な

が
っ
て
お
り
、
森
羅
万
象
は
神
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
森
羅
万
象
全
て
神
の
顕
現
と
し
、
そ
れ
を
真

理
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
段
階
に
至
っ
て
、
吉
田
兼
倶
の
吉
田
神
道
は
、
内
在
的
相
即
論
か
ら
、
顕
現
的
相

即
論
や
顕
在
的
相
即
論
に
進
展
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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六

天
台
本
覚
思
想
の
影
響
の
経
路

最
後
に
、
兼
倶
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
天
台
本
覚
思
想
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
、

神
道
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
、
天
台
本
覚
思
想
と
の
親
和
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
大
隅
和
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
中
世
の
神
道
論

に
あ
ら
わ
れ
る
人
間
の
位
置
づ
け
は
、
天
地
生
成
の
過
程
で
あ
ら
わ
れ
る
人
間
に
も
、
神
と
同
じ
霊
性
を
認
め
る
も
の
で
、
人
間

が
神
と
通
じ
あ
う
た
め
に
は
元
初
の
心
身
に
帰
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
こ
に
、
人
間
に
神
が
内
在
す
る
思

想
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
天
台
宗
と
の
関
係
も
考
慮
す
れ
ば
、
慈
遍
や
良
遍
が
関
係
し
た
伊
勢
神
道
の
影
響
は
小
さ
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
慈
遍
や
良
遍
を
通
じ
て
伊
勢
神
道
内
に
天
台
本
覚
思
想
が
根
付
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
兼
倶
の
心

を
神
と
す
る
思
想
は
、
両
部
神
道
に
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
伊
藤
聡
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
そ
の
違
い
を
強
調
す
る
。

「
両
部
神
道
な
ど
の
心
＝
神
観
で
は
、
我
等
凡
夫
の
心
に
宿
る
神
を
彼
岸
に
い
る
仏
菩
薩
の
垂
迹
と
捉
え
、
覚
り
に
至
っ
た

存
在
が
煩
悩
に
満
ち
た
凡
夫
と
一
体
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の
罪
業
を
敢
え
て
担
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
見
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
兼
倶
の
説
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
救
済
論
的
含
意
は
な
い
。
た
だ
ひ
た
す
ら
に
心
と
神
と
が
一
体
で
あ
る
こ

と
を
言
祝
ぐ
楽
天
的
な
言
説
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（

11
（

」

凡
夫
が
覚
る
た
め
に
は
、
通
常
何
ら
か
の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
修
業
等
の
意
味
が
な
く
な
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
仏
や
神
と
の
一
体
化
と
い
っ
た
最
低
限
の
プ
ロ
セ
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
兼
倶
や
天
台
本
覚
思
想

の
最
終
段
階
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
が
完
全
に
捨
て
去
ら
れ
、
す
で
に
仏
や
神
と
一
体
で
あ
る
と
い
う
、
修
行
不
要
論
を
生
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じ
か
ね
な
い
楽
観
的
な
思
想
に
至
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
兼
倶
は
、
一
条
兼
良
の
「
神
道
は
心
を
以
っ
て
本
と
為
す
」
と
い
う
考
え
に
賛
同
し
て
い
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
天
台
本
覚
思
想
的
な
考
え
は
、
当
時
の
神
道
界
や
知
識
人
の
間
で
、
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
兼
倶
は
、
吉
田
神
道
確
立
の
た
め
、
仏
教
だ
け
で
な
く
、
儒
教
、
道
教
な
ど
様
々
な
思
想
を
取
り
こ
ん
だ
。
そ
う
し
た

思
想
の
中
に
あ
る
天
台
本
覚
思
想
的
な
考
え
が
、
兼
倶
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
兼
倶
は
、
自
己
の
理
論
の

正
当
化
の
た
め
に
、
選
択
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
思
想
の
影
響
と
は
言
え
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
兼
倶
自
体
に
元
々
天
台
本
覚
思
想
的
な
思
想
が
あ
り
、
そ
う
し
た
思
想
に
適
す
る
部
分
を
、
他
の
思
想
か
ら
意
図
的
に
抽
出

し
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
兼
倶
へ
の
影
響
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
天
台
本
覚
思
想
に
は
、
発
展
段
階
が
あ
る
。
そ
れ
を
二
つ

に
分
け
る
と
、
内
在
的
相
即
論
と
、
顕
現
的
相
即
論
・
顕
在
的
相
即
論
に
な
る
。
内
在
的
相
即
論
は
、
仏
や
神
の
内
在
を
認
め
る

も
の
の
、
仏
や
神
に
な
る
に
は
、
修
業
等
何
ら
か
の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
顕
現
的
相
即
論
・
顕
在
的
相
即
論
で

は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
な
く
な
り
、
衆
生
が
仏
や
神
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
現
実
を
そ
の
ま
ま
に
肯
定
す
る
絶
対
的
一
元
論

に
な
る
。
こ
れ
は
、
修
業
等
も
不
要
と
み
な
す
楽
観
論
に
結
び
つ
く
。
彼
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
の
あ
る
、
慈
遍
、
良
遍
、

両
部
神
道
、
一
条
兼
良
等
の
思
想
に
含
ま
れ
る
天
台
本
覚
思
想
と
の
親
和
性
は
、
心
を
神
と
見
な
し
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
が
内

在
す
る
と
い
う
、
内
在
的
相
即
論
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
。
顕
現
的
相
即
論
や
顕
在
的
相
即
論
、
す
な
わ
ち
絶
対
的
一
元
論
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
、
兼
倶
に
な
る
と
、
す
べ
て
の
現
象
を
神
の
顕
現
と
し
、
そ
れ
を
真
理
と
す
る
現
実
肯
定
が
強
ま
り
、

絶
対
的
一
元
論
に
近
づ
く
。
兼
倶
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
者
の
中
で
、
こ
の
見
地
に
至
っ
た
者
は
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
兼
倶
が
こ
う
し
た
絶
対
的
一
元
論
に
至
っ
た
の
は
、
外
か
ら
の
影
響
で
は
な
く
、
彼
自
身
の
独
自
の
思
想
か
ら
来
て
い
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る
可
能
性
が
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
吉
田
兼
倶
及
び
彼
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
吉
田
神
道
と
、
天
台
本
覚
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
天
地

に
神
が
あ
り
、
万
物
に
霊
が
あ
り
、
人
に
心
が
あ
り
、
こ
の
心
が
神
と
み
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
は
、
天
地
、
万
物
、
人
に

内
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
思
想
は
、
内
在
的
相
即
論
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
兼
倶
は
、
さ
ら
に
一
歩
進

め
る
。
万
物
に
内
在
す
る
神
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
神
を
通
じ
て
万
物
は
つ
な
が
っ
て
お
り
、
森
羅

万
象
は
神
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
森
羅
万
象
が
こ
の
神
の
働
き
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
し
た
が
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
現
象
は
、
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
含
め
て
、
神
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
現
象
そ
の
も
の
が
神
の
顕
現

化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
真
理
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
兼
倶
は
顕
現
的
相
即
論
や
顕
在
的
相
即
論
と

い
っ
た
、
絶
対
的
一
元
論
に
近
づ
き
、
極
め
て
現
実
肯
定
の
思
想
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
吉
田
兼
倶
お
よ
び
吉
田
神
道
は
、
天

台
本
覚
思
想
と
極
め
て
親
和
性
が
高
い
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
ま
ず
、
本
稿
に
お
け
る
天
台
本
覚
思
想
の
定
義
は
、
田
村
芳
朗
氏
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

氏
の
議
論
の
中
で
の
検
証
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
の
研
究
方
法
は
、
吉
田
兼
倶
の
著
作
と
天
台
本
覚
思
想
文
献
と
の
比

較
の
み
に
依
拠
し
て
い
る
。
両
者
の
思
想
的
な
レ
ベ
ル
で
の
比
較
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
思
想
的
レ
ベ
ル
で
の
比
較
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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吉田兼倶と天台本覚思想

註（
1
）
大
隅
和
雄
「
中
世
神
道
論
の
思
想
史
的
位
置
」『
中
世
神
道
論

日
本
思
想
体
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
三
三
九
─
三
八
二
頁
。

（
2
）
田
村
芳
朗
「
天
台
本
覚
思
想
概
説
」『
天
台
本
覚
論

日
本
思
想
体
系
９
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
四
七
七
─
四
八
三
頁
。

（
3
）
末
木
文
美
士
「
神
道
と
仏
教
」『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
三
年
、
三
四
七
─
三
七
一
頁
。

（
4
）
田
村
芳
朗
「
本
覚
思
想
と
神
道
理
論
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
五
号
、
一
九
七
九
年
、
六
一
─
六
二
頁
。

（
5
）
大
久
保
良
峻
「
本
覚
思
想
と
神
」
伊
藤
聡
遍
『
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
』「
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
」
第
三
巻
、
二
〇
一
一
年
、
六
五

─
八
二
頁
。

（
6
）
田
村
芳
朗
「
本
覚
思
想
と
神
道
理
論
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
五
号
、
一
九
七
九
年
、
六
一
─
六
二
頁
。

（
7
）
窪
寺
紘
一
「
吉
田
神
社
─
藤
原
氏
の
京
都
の
氏
神
か
ら
神
道
界
を
統
べ
る
存
在
へ
─
」『
歴
史
読
本
』
四
八
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
〇
頁
。

（
8
）
小
川
剛
生
『
兼
好
法
師
─
徒
然
草
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
真
実
─
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
七
年
。

（
9
）
中
原
康
富
撰
『
康
富
記
』
宝
徳
元
年
十
二
月
二
十
五
日
条
、
平
田
家
資
料
（
平
田
職
康
旧
蔵
）、
早
稲
田
大
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
。

（
10
）
岡
田
荘
司
「
吉
田
兼
俱
と
吉
田
神
道
・
斎
場
所
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
五
七
集
、
二
〇
一
〇
年
、
一
九
五
─
二
〇
九
頁
。

（
11
）
安
蘇
谷
正
彦
「
吉
田
兼
倶
に
お
け
る
神
道
思
想
形
成
の
立
場
」『
国
学
院
雑
誌
』、
一
九
八
〇
年
、
一
─
一
八
頁
。

（
12
）
伊
藤
聡
「
唯
一
神
道
と
吉
田
兼
倶
」『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
／
至
文
堂 

編
』
六
〇
巻
一
二
号
、
一
九
九
五
年
、
七
五
頁
。

（
13
）
安
蘇
谷
正
彦
氏
、
岡
田
荘
司
氏
、
井
上
智
勝
氏
、
佐
藤
真
人
氏
、
出
村
龍
日
氏
、
宮
家
準
氏
等
。

（
14
）
吉
田
兼
倶
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論

日
本
思
想
体
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
一
二
─
二
一
三
頁
。

（
15
）
伊
藤
聡
「
唯
一
神
道
と
吉
田
兼
倶
」『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
／
至
文
堂 

編
』
六
〇
巻
一
二
号
、
一
九
九
五
年
、
七
五
─
八
五
頁
。

（
16
）
吉
田
兼
倶
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論

日
本
思
想
体
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
一
七
、
二
四
六
─
二
四
七
頁
。

（
17
）
伊
藤
聡
「
唯
一
神
道
と
吉
田
兼
倶
」『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
／
至
文
堂 

編
』
六
〇
巻
一
二
号
、
一
九
九
五
年
、
七
五
─
八
五
頁
。

（
18
）
岡
田
荘
司
「
吉
田
兼
倶
の
日
本
書
紀
研
究
─
兼
倶
書
写
「
日
本
書
紀
纂
疏
」
改
訂
本
（
神
道
史
の
諸
相
）
─
」『
国
学
院
雑
誌
』
八
二
巻
一
一

号
、
一
九
八
一
年
、
一
六
五
─
一
七
七
頁
。

（
19
）
阿
蘇
谷
正
彦
「
一
条
兼
良
と
吉
田
兼
倶
─
「
神
道
」
説
の
比
較
─
」『
国
学
院
雑
誌
』
八
二
巻
一
一
号
、
一
九
八
一
年
、
二
一
八
─
二
三
二
頁
。

（
20
）
一
乗
兼
良
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、
一
九
三
五
年
、
一
四
四
頁
。
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（
21
）
阿
蘇
谷
正
彦
「
一
条
兼
良
と
吉
田
兼
倶
─
「
神
道
」
説
の
比
較
─
」『
国
学
院
雑
誌
』
八
二
巻
一
一
号
、
一
九
八
一
年
、
二
一
八
─
二
三
二
頁
。

（
22
）
吉
田
兼
倶
選
『
日
本
書
紀
神
代
聞
書
』
上
野
理
旧
蔵
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
。

（
23
）
田
村
芳
朗
「
本
覚
思
想
と
神
道
理
論
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
五
号
、
一
九
七
九
年
、
六
一
─
六
八
頁
。

（
24
）
卜
部
兼
直
選
『
神
道
大
意
』『
神
道
体
系

卜
部
神
道
（
上
）』
神
道
体
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
、
三
頁
。

（
25
）
卜
部
兼
直
選
『
神
道
大
意
』『
神
道
体
系

卜
部
神
道
（
上
）』
神
道
体
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
、
三
頁
。

（
26
）
『
三
十
四
箇
事
書
』『
天
台
本
覚
論

日
本
思
想
体
系
９
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
一
七
三
頁
。

（
27
）
『
三
十
四
箇
事
書
』
の
衆
生
論
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
し
た
。
末
木
文
美
士
「
中
世
天
台
と
本
覚
思
想
」『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』
大

蔵
出
版
、
一
九
九
三
年
、
三
二
六
─
三
三
八
頁
。

（
28
）
吉
田
兼
倶
選
『
神
道
大
意
』『
神
道
体
系

卜
部
神
道
（
上
）』
神
道
体
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
、
一
三
頁
。

（
29
）
吉
田
兼
倶
選
『
神
道
大
意
』『
神
道
体
系

卜
部
神
道
（
上
）』
神
道
体
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
、
一
三
頁
。

（
30
）
吉
田
兼
倶
選
『
神
道
大
意
』『
神
道
体
系

卜
部
神
道
（
上
）』
神
道
体
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
、
一
四
─
一
五
頁
。

（
31
）
『
三
十
四
箇
事
書
』『
天
台
本
覚
論

日
本
思
想
体
系
９
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
一
六
七
頁
。

（
32
）
吉
田
兼
倶
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論

日
本
思
想
体
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
一
〇
頁
。

（
33
）
吉
田
兼
倶
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論

日
本
思
想
体
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
一
一
─
二
一
二
頁
。

（
34
）
吉
田
兼
倶
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論

日
本
思
想
体
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
一
八
頁
。

（
35
）
吉
田
兼
倶
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論

日
本
思
想
体
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
二
三
─
二
二
四
頁
。

（
36
）
伊
藤
聡
「
唯
一
神
道
と
吉
田
兼
倶
」『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
／
至
文
堂 

編
』
六
〇
巻
一
二
号
、
一
九
九
五
年
、
七
九
頁
。

（
37
）
吉
田
兼
倶
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論

日
本
思
想
体
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
三
四
─
二
三
五
頁
。

（
38
）
吉
田
兼
倶
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』『
中
世
神
道
論

日
本
思
想
体
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
四
六
─
二
四
八
頁
。

（
39
）
大
隅
和
雄
「
中
世
神
道
論
の
思
想
史
的
位
置
」『
中
世
神
道
論

日
本
思
想
体
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
三
三
九
─
三
八
二
頁
。

（
40
）
伊
藤
聡
「
吉
田
兼
俱
の
「
神
道
」
論 

」『
現
代
思
想
45（
2
）（
臨
増
）（
総
特
集 

神
道
を
考
え
る
）』、
二
〇
一
七
年
、
一
二
八
頁
。

（
武
蔵
野
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


